





















































































いうところに加えて、さらに、 EU、ヨーロッパレベルの諸機関、 EU委員会、 EU理事会、
EU議会などの機構が登場してくるなかで、社会運動の戦略はどうかわっていくのか、あ
るいは社会運動の働きかけの対象として、 EUという枠組み、 EUの諸機構はどう位置づい
ていくのかということです。そして、それらはひるがえって、社会運動のあり方にどのよ
うな影響をおよぼすのか。労働組合運動などの社会運動は、これまで基本的にナショナル
な世界のなかで、形成されてきたわけですが、ヨーロ ッパレベルでの社会的な諸運動の連
合の展開の可能性が、どのようにしてありうるのかとういことなのです。あるいはさらに
具体的に言うと、 EUレベルでの様々な審議会の役割というのは、例えば日本における審
議会の役割などと比べると、どのような違いがあるのか。
そして結局、 EUという機構、 EUという存在そのものをどう考えていくのか、という問
へといきつきます。EUを一種の擬似的な国家機構というふうに考えるのか、あるいはそ
うではなくて既成の国家機構を乗越えていくステップとなりえるものと考えるのかどうか。
このあたりの見通しもうかがってみたいと思います。
以上4点ほど質問を考えさせていただきました。この辺で終わらせて頂きます。
(さくらもと ょういち/和光大学)
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